一般社団法人
栃木県ホッケー協会賛助社員募集趣意書

皆様には、日頃から栃木県ホッケー協会の諸事業につきまして、格別の御理解、御支援を賜り深く感謝申し上げます。

本協会は、昭和４７年６月に設立され５０年が過ぎたところです。昭和５５年開催の「栃の葉国体」では、競技別総合優勝を飾り、それを契機にホッケー競技が普及し、以来、国体をはじめとする各種全国大会での上位入賞や２００４年のアテネオリンピックから５大会連続で日本代表選手を輩出しており、栃木県のスポーツ振興に寄与してきたところです。
さて、今まで任意団体として活動してきた本協会は、先般本県におけるホッケー界を統轄する団体として、ホッケー競技の普及および振興に関する事業を行い、県民の体力の向上とスポーツ精神の涵養に寄与することを目的に、新たに一般社団法人栃木県ホッケー協会として発足したところです。
しかしながら、その事業費等においては、一部関係機関からの支援も無くなりその財源確保が極めて困難な状況にあります。
ホッケー競技の普及・振興には、SNS等でのホッケー競技の魅力発信、スポ少・中学生大会の充実、及び選手育成による競技力向上を図るための財源確保が必至でありますので、ここに、皆様の賛助社員への入会をお願いする次第であります。
つきましては、どうかこの趣旨を御賢察の上、将来に向けた本県のホッケー競技の発展のため、御支援を賜りますようお願い申し上げます。

令和５年８月
一般社団法人栃木県ホッケー協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　青　木　一　明
